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1.研究目的

現在、日本の酪農は海外からの購入飼料を多く使用し

ているため、平成16年から20年にかけてのバイオエタ

ノールの普及等の社会情勢の変化による影響で、購入飼

料価格が高騰し、酪農経営に大きな影響を与えている。

購入飼料を使用している各酪農家は、今回の価格高騰が

飼料代の増加につながり、経営が圧迫される状況となっ

てしまった。この状況のままでは、さらに経営の圧迫が

予想されるので、各酪農家では対応策が必要となってい

る。しかし、実際は、酪農家の規模の違いによって、ど

れほど価格が高騰 Lたのか、どのような対応策を行って

いるのか、その対応策は実際に効果があるのか、思うよ

うな結果が得られているのか等、多くの疑問点が存在す

る。本研究では、全国の酪農家の飼料価格はとれほど高

騰したのか、また、酪農家の規模によってどれほどの差

があるのかを統計データにより分析し、実際の農家の価

格高騰の影響とその対策をアンケー卜調査により分析し、

今後の酪農経営の参考資料にすることを考えた。

H 研究方法

l 調査方法

1I1統計データの利用

酪農経営規模の実態を杷握するために平成14-18年ま

での農水省「畜産統計Jに記載されている飼養頭数と飼養

戸数を分析する。また、配合飼料価格の動向を配合飼料

供給安定機構のデータから確認する。

さらに、平成14-18年までの農水省「畜産物生産費」に

記載されている牛乳生産質調査のデータを使用し、搾乳
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牛 I頭当たり飼料代、搾乳牛 l頭当たり配合餌料購入金

額、搾乳牛 l頭当たり配合飼料給与量、配合飼料購入価

格、出荷乳量、実乳価を分析する。

121仮説の立案

統計データの分析結果をもとに、酪農経営の規模別で

飼料価格高騰に対する対応等の仮説を立てた。

131アンケ ト調査

仮説を実証するために、郵送によるアンケー卜調査を

実胞した。郵送した同封書類は7/ケ 卜調査表A4で

表裏 l枚、返信用封筒、アンケート依頼書である。アン

ケー卜調査は、 2008年の 8月-10月に実施Lた。 8月II

日に第一回目の発送を行い、 9月末を締め切りとした。

第二回目は10月3日に督促ハガキを発送し、調査票を紛

失した人に再送した。 調査対象は、帯広畜産大学の同

窓会名簿を使用して、現在、酪農経嘗に従事している確

率が高いと恩われる昭和日54-平成16年度の別科(草地畜

産専修)修了生を対象とした。最終的に263名を調査対象

とした。

2.調査項目

調査項目としては、住所、経営形態、経営の組織形態、

家族人数、農業従事者数、飼養頭数、年間出荷乳量、購

入飼料の量と金額、牧草・飼料作物の作付面積、飼料価

格高騰前後の価格の違い、飼料価格高騰の対応策等を取

り上げた。
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規模別頭数(左から平成1 4年~18年、頭)

図 l 乳牛の成畜頭数規模別飼養戸数
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